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COVID-19が輸血医療に及ぼした影響
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■ 2019年12月、中国 武漢で原因不明の肺炎 

■ WHO 新型コロナウイルスを確認（2020.1.6） 

■ WHO「国際的な緊急事態」を宣言（2020.1.30） 

■ WHO  新型コロナをCOVID-19と命名（2020.2.11） 

■ ICTV 原因ウイルスをSARS-CoV-2と命名 (2020.2) 

■ WHO「COVID-19はパンデミック」（2020.3.11） 
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■ 感染者（累計）1,731,515人 ■ 死亡者（累計）18,387人

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseĳoukyou.html

COVID-19　国内発生状況（2021.12.26）
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COVID-19　国内の動向（2020）

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseĳoukyou.html
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COVID-19　国内の動向（2021）

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseĳoukyou.html
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都道府県別累積の陽性者（2021.12.24）

河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響

https://corona.go.jp/dashboard/



COVID-19　医療機関における感染対策
■ 新型コロナウイルス感染症に対する感染管理
（国立感染症研究所　国立国際医療研究センター 　
国際感染症センター） 

■ 新型コロナウイルス感染症対策 医療機関向けガ
イドライン（日本医師会）


■ 医療機関における新型コロナウイルス感染症へ
の対応ガイド （日本環境感染学会） 

■ 日本感染症学会からの各種通知
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患者診療時の感染対策 

■ ユニバーサルマスキング 

■ 標準予防策の徹底　PPE着用と手指衛生 

■ 感染経路別予防策　飛沫予防策と接触予防策 

COVID-19　医療機関における感染対策
市中や医療従事者間での感染対策  

■ 日常生活にて3密など高リスクな環境を回避  

■ 医療者控室にて3 密回避 

■ 集団で食事をする際のリスク認識 

■ 自身の健康管理徹底、有症状時は非出勤にて
職場管理者と相談 

■ ワークスタイルの検討
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当院輸血部門におけるCOVID-19感染対策
実施できたこと 

■ ユニバーサルマスキングと手指衛生の徹底 

■ スタッフルームでの３密回避（昼食時） 

■ 自身の健康管理徹底、室長への相談励行 

■ 朝礼時の声掛け 

■ 職務代行の設定 

検討したこと 

■ 「新型コロナウイルス感染症拡大防止に対応
した働き方の試み（総務省行政管理局）」な
どを参考にしたが。。。 

■ チーム制・交代勤務制（万が一感染者が発生
した際に備えて）→実施できず 

■ シフト勤務→一部実施（早出、早退など）
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COVID-19がわが国の医療に及ぼした影響 
1施設当たり医療費の伸び率（休日数等の影響補正後・対前年同期比） 

（厚生労働省　最近の医療費の動向-MEDIAS-より作成）

（%） COVID-19の影響で、予定手術・予定入院の延期、軽症患者の受診適正化、衛生面の向上や他者
との接触機会減少による他の感染症の減少など）により、全国的に医療機関の収益が大きく減少
している。 
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COVID-19が当院の医療に及ぼした影響 
入院外来延患者数、検体検査管理加算算定件数、輸血管理料算定件数（対前年同期比) 
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COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～輸血実施

輸血件数*の推移

（*1日、1患者（RBC・FFP・PC・自己血のいずれかを輸血）を1件）
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輸血準備手術件数*の推移

（*製剤準備あるいはT&Sで輸血を準備した手術件数）
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COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～手術症例
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■ COVID-19の感染拡大を受けて手術件数は減少
した。 

■ COVID-19の感染拡大下において、手術件数中
で輸血準備手術件数が占める割合は増加した。

COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～手術症例における輸血準備
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COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
各製剤の使用量推移（2018-19年度平均との比較） 
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COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
各製剤の使用量推移（2018-19年度平均との比較） 
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COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
各製剤の使用量推移（2018-19年度平均との比較） 
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COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
各製剤の使用量推移（2018-19年度平均との比較） 
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COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
各製剤の使用量推移（2018-19年度平均との比較） 

2020年 2021年

貯血式自己血輸血の推移
2018-19年度の月間平均単位数
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COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
各製剤の使用量推移（2018-19年度半期平均からの増加率） 



-50
-40
-30
-20
-10

0
10
20
30
40
50

-22.9

-44.4

-21.5

（%）

河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響

COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
各製剤の使用量推移（2018-19年度半期平均からの増加率） 
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■ 当院では、2020年度上半期から2021年度上半期までにおいては、コロナ前よりも検体検査管理
加算件数は10%以上減少していたが、輸血管理量算定件数は変化が小さかった。輸血件数、輸血
準備手術件数はコロナ前より増加していた。輸血用血液製剤の使用量はコロナ前よりも増えてい
たが、アルブミン製剤と自己血の投与は減少していた。 

■ 輸血部門においては、感染拡大時においても業務量が減少しない以上、万が一感染者が発生した
際に備えた交代勤務制の導入などのワークスタイル変更は困難であった。 

■ 感染拡大による子育て環境への影響など、感染リスク以外の不安要素も増加し、スタッフの心身
の健康維持に向けた特段の配慮が必要と考えられた。

COVID-19が当院の輸血部門に及ぼした影響 

河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



■ 献血者減少が安定供給に悪影響？ 

■ 関連文書、報道記事などを院内に通知 

■ 適正使用の更なる協力を継続して呼びかける 

事 務 㐃 ⤡ 

令和㸰ᖺ㸱᭶㸱᪥ 

 

 

各㒔㐨ᗓ┴⸆務主⟶ㄢ ᚚ中 

 

 

                               厚⏕労働┬医⸆・⏕ά⾨⏕ᒁ⾑ᾮᑐ⟇ㄢ 

 

 

᪂ᆺコロナウイルスឤᰁのⓎ⏕に係る⊩⾑⾑ᾮの 

Ᏻᐃⓗな☜保のためのᑐᛂについて㸦依㢗㸧 

 

 

 ⊩⾑の᥎㐍につきましては、ᖹ⣲より᱁別のᚚᑾ力を㈷り、厚くᚚ♩⏦し

上げます。 

 今⯡の᪂ᆺコロナウイルスឤᰁのⓎ⏕を受け、ឤᰁᣑを㜵ṆするほⅬ

から、各✀イベントの中Ṇ、企ᴗ➼におけるテレワーク・ᕪ出勤のᐇな

ど、ᵝ々なᑐ⟇がᐇされているところです。これらのᙳ㡪により、企ᴗ➼

でᐇ予ᐃの⊩⾑が中Ṇになるなど、⊩⾑⾑ᾮの☜保にᙳ㡪が⏕じています。 

⌧Ⅼでは、⾑ᾮ〇剤のᏳᐃ供⤥にᨭ㞀は᮶しておりませんが、今ᚋ、᭦

に⊩⾑⪅がῶᑡしたሙ合、᭷効ᮇ㝈が▷い⾑ᑠᯈ〇剤や㉥⾑⌫〇剤について、

医⒪ᶵ㛵への供⤥にᨭ㞀を᮶す可⬟ᛶがあります。 

⾑ᾮは㛗ᮇ保Ꮡができないことから、⌧在、᪥ᮏ㉥十Ꮠ♫では、᪥々Ᏻᐃ

ⓗに⊩⾑⾑ᾮを☜保するためのᑐ⟇をᐇしています。つきましては、㈗ㄢ

におかれましても、各㒔㐨ᗓ┴㉥十Ꮠ⾑ᾮセンターと㐃ᦠを図り、ᆅᇦのᐇ

を㋃まえ、下グについてご協力いただきますよう、お㢪いいたします。 

なお、᪥ᮏ㉥十Ꮠ♫では、⊩⾑の受入にᙜたり、ᴗ務にᚑ事する⫋員の体

  ᐃを⾜うなど健ᗣ⟶⌮のᚭᗏ、⊩⾑予⣙の᥎㐍、⊩⾑会ሙの᮶ᡤ⪅に体

  ᐃやᡭᣦᾘẘを依㢗するなど、ឤᰁ㜵Ṇᑐ⟇をㅮじていることを⏦しῧ

えます。 

 

グ 

 

㸯 ᪥ᮏ㉥十Ꮠ♫ホームページにᥖ㍕中の᪂ᆺコロナウイルスឤᰁのⓎ⏕に

係る⊩⾑の協力依㢗について、㈗⟶下ᕷ⏫ᮧ及び㛵係団体➼に周▱するととも

に、⊩⾑への協力を依㢗すること 

㸦᪥ᮏ㉥十Ꮠ♫ホームページ: http://www.jrc.or.jp/activity/blood/㸧 

COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～製剤の安定供給 
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■ 献血者減少が安定供給に悪影響？ 

■ 関連文書、報道記事などを院内に通知 

■ 適正使用の更なる協力を継続して院内に
呼びかける 

COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～製剤の安定供給 
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COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～製剤の安定供給 
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■ 献血者減少が安定供給に悪影響？ 

■ 関連文書、報道記事などを院内に通知 

■ 適正使用の更なる協力を継続して院内に
呼びかける 



COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～製剤の安定供給 
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䚷独自基準䛷新型䝁䝻䝘䛾㠀常事態䜢示䛩䛂赤信号䛃䜢㻟日䛻䛸䜒䛧䛯大㜰府䚹赤十字血液䝉䞁䝍䞊䛻䜘䜛䛸䚸府内䛾献血㔞䛿春䛻大䛝䛟落䛱㎸䜣䛰䛜徐䚻䛻回復䛧䚸㻝㻝月䛿計

画㔞䛸同䛨㔞䜢得䜙䜜䛶䛔䛯䚹

䚷䛸䛣䜝䛜䚸今度䛿実㝿䛻必要䛺㍺血用䛾血液㔞䛜䚸献血䛾計画㔞䜢㻞䞉㻡㻑上回䛳䛯䚹䝉䞁䝍䞊献血推㐍課䛾田中㝧子䞉推㐍三係㛗䛿䛂䜟䛪䛛䛺数䛻見䛘䜛䛜䚸㻠㻜㻜䝭䝸䝸䝑䝖䝹

献血㻡㻜㻜人分䛟䜙䛔䛻当䛯䜛䛃䛸話䛩䚹冬場䛿脳出血䜔心筋梗塞䠄䛣䛖䛭䛟䠅䛺䛹䛜起䛝䜔䛩䛟䚸突然䛾手術䛾䛯䜑䛻㍺血䛾㔞䛜増䛘䜛䛣䛸䛜背景䛻䛒䜛䚹

䚷今䛾䛸䛣䜝䚸献血䜢䜒䛸䛻䛴䛟䛳䛶保存䛧䛶䛔䛯血液製剤䛾在庫䜢使䛳䛯䜚䚸㒔㐨府県境䜢㉺䛘䛶融㏻䛧䛒䛳䛯䜚䛧䛶䚸医療機㛵䛾要請䜢断䜛䛸䛔䛖事態䛻䛿䛺䛳䛶䛔䛺䛔䚹

䚷䛯䛰䚸例年㻝㻞月䛿献血㔞䛜少䛺䛟䚸血液製剤䛾在庫䛿年明䛡䛻㻝年䛷最䜒落䛱㎸䜐䚹血液製剤䛿有効期㛫䛜決䜑䜙䜜䛶䛚䜚䚸血小板製剤䛷䛿採血後㻠日䚸赤血球製剤䛷䛿㻞㻝

日以内䛷䛺䛡䜜䜀使䛘䛺䛔䛯䜑䚸常䛻新䛧䛔血液䛜求䜑䜙䜜䜛䚹

䚷加䛘䛶䚸大㜰䛷䛿䛂赤信号䛃䛻䛺䜚外出自粛䛜呼䜃䛛䛡䜙䜜䛯䚹今年䛿献血用䛾䝞䝇䜢派㐵䛷䛝䜛䜲䝧䞁䝖䜒少䛺䛟䚸厳䛧䛟䛺䜚䛭䛖䛰䛸䛔䛖䚹

■ 医療現場の立場から、献血協力を呼びかける 



■ 当院への製剤供給遅延等は発生せず 

■ 当院への緊急搬送は年間48、52、39件　　　
（2021年11月まで、2020年、2019年） 

■ 緊急搬送の平均所要時間は35、37、33分　　　
（2021年11月まで、2020年、2019年） 

■ 感染拡大下でも安定供給は維持して頂いている 
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輸血用血液製剤の当院への緊急搬送状況（件）

COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～製剤の安定供給 

河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



■ 院内各種会議が会場→紙上、リモート開催 

■ 情報共有、周知徹底の効果が減少？ 
　輸血療法委員会の6/12が紙上開催に 

■ 輸血療法委員会の工夫 
定例報告内容を維持 
　意見/報告書類の提出を必須に 

　→100％回収 
■ 輸血監査は、診療録監査をメインに 

　　 

COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～製剤の適正使用（輸血管理体制） 

河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～製剤の適正使用（適正使用加算算定条件） 
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COVID-19が当院の輸血医療に及ぼした影響 
～製剤の適正使用（廃棄率） 

全製剤（%）
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COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～「新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施」手順書の作成

 
 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施 
 

大阪医科大学病院 
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新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施（ICU内規）p.1 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施(救急外来内規) p.5 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施(一般病棟内規) p.7 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施(妊産褥婦対応内規) p.9 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施(手術室内規) p.10 
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■ 2020.4.1　大阪府よりCOVID-19重症患者の受
入れ病床確保要請が入る 

■ 2020.4.7　ICUのCOVID-19重症患者専用化開始 

■ 2020.4.10　77病棟COVID-19疑い患者、軽症者
専用化開始 

■ 2020.5.1　ICU10床、77病棟43床の受入れ整備
完了 大阪府に回答



COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～「新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施」手順書の作成

■ 2020.4.1　大阪府よりCOVID-19重症患者の受
入れ病床確保要請が入る 

■ 2020.4.7　ICUのCOVID-19重症患者専用化開始 

■ 2020.4.10　77病棟COVID-19疑い患者、軽症者
専用化開始 

■ 2020.5.1　ICU10床、77病棟43床の受入れ整備
完了 大阪府に回答

画像　週刊文春（上）、関西テレビ放送（下）河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～「新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施」手順書の作成
■ 2020.5　輸血看護師定例会にてCOVID-19関連情報
を共有 

■ 2020.5-7　COVID-19患者への輸血実施の可能性の
ある部署における輸血実施手順書の作成 

■ ICU、手術室、救急外来、周産期センター、一般
病棟の輸血看護師と輸血部門が協同で作成 

■ 2020.7.16　感染対策会議にて手順書が承認される 

■ 2020.8.9　COVID-19重症患者への初のALB投与
河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



■ 2020.5　輸血看護師定例会にてCOVID-19関連情報
を共有 

■ 2020.5-7　COVID-19患者への輸血実施の可能性の
ある部署における輸血実施手順書の作成 

■ ICU、手術室、救急外来、周産期センター、一般
病棟の輸血看護師と輸血部門が協同で作成 

■ 2020.7.16　感染対策会議にて手順書が承認される 

■ 2020.8.9　COVID-19重症患者への初のALB投与

～「新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施」内規集の作成
COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 

 
 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施 
 

大阪医科大学病院 
 
 
 
 

【目 次】 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施（ICU内規）p.1 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施(救急外来内規) p.5 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施(一般病棟内規) p.7 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施(妊産褥婦対応内規) p.9 
 

新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施(手術室内規) p.10 
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COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～ICUにおける輸血実施・アルブミン投与

河野武弘 | 新型コロナウイルス感染拡大が輸血、アルブミン投与に及ぼした影響

■ 院内感染対策室の指示を受けてICU内のゾーニングを行い、各ゾーンにおける血液製剤の取
り扱いや患者照合手順等を、輸血室と協同で通常輸血マニュアルから一部改変し、COVID
輸血手順書を作成した。



COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～「新型コロナウイルス陽性患者への輸血実施」手順書の作成

河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～ICUにおける輸血実施・アルブミン投与（ゾーニング）

河野武弘 | 新型コロナウイルス感染拡大が輸血、アルブミン投与に及ぼした影響
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COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～ICUにおける輸血実施・アルブミン投与

河野武弘 | 新型コロナウイルス感染拡大が輸血、アルブミン投与に及ぼした影響
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COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～ICUにおける輸血実施・アルブミン投与（製剤と患者の認証）

河野武弘 | 新型コロナウイルス感染拡大が輸血、アルブミン投与に及ぼした影響
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COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～ICUにおける輸血実施・アルブミン投与（製剤と患者の認証）

河野武弘 | 新型コロナウイルス感染拡大が輸血、アルブミン投与に及ぼした影響

ベッドネームと患者氏名を照合
テスト太郎



COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～ICUにおける輸血実施・アルブミン投与（認証-投与-記録）

河野武弘 | 新型コロナウイルス感染拡大が輸血、アルブミン投与に及ぼした影響

■ 輸血製剤をグリーンゾーンで受け取る。 

■ イエローゾーンに持ち込み患者専用前室パソコンで製剤患者認証を行う。（輸血投与者はPPE装着） 

■ 投与者は製剤と共にレッドゾーンに入室する。（輸血伝票-チェックリストはイエローゾーンに） 

■ 投与直前にネームプレートで患者氏名を確認した後、輸血を開始する。 

■ 患者状態を観察し、モニターでバイタルサインを確認する。　　 

■ 患者に異常がないことを確認後、レッドゾーン内でPPEを着脱し、速やかに退室する。 

■ イエローゾーンの電子カルテ端末に、輸血副作用の有無を記録する。



COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～ICUにおける輸血実施・アルブミン投与（終了-廃棄）

河野武弘 | 新型コロナウイルス感染拡大が輸血、アルブミン投与に及ぼした影響

■ イエローゾーンでPPEを装着後、レッドゾーンに入室する。 

■ 抜針～製剤を患者から取り外す。 

■ 製剤をレッドゾーン内で破棄する。（針廃棄BOXはレッドゾーン内に設置） 

■ PPEをレッドゾーン内で着脱し、速やかに退室する 

■ 血液製剤の終了認証は、窓越しで実施。



COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 

71%

■ COVID-19患者　全87名 
（男性：63名　女性：24名） 

■  輸血実施・アルブミン 投与　全33名 

■ 輸血用血液製剤投与34件の診療録を監査

～ICUにおける輸血実施・アルブミン投与（診療録監査）

血液製剤名 投与本数
RBC 29
FFP 1
PC 4

アルブミン 87

未実施
実施

100%

実施 廃棄率 
0％

輸血認証 副作用記録 製剤廃棄

（令和2年4月～3年3月末） 
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COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 

■ 2021.4月月末　大阪府下のCOVID-19患者が急増
し、重症患者の受入病床がオーバーフロー 

■ 2021.5.1-9　大阪府からの「新型コロナ重症患者
病床の臨時緊急確保要請」に対応し、MFICUを
ICU化（4床）してCOVID-19患者臨時受入病床と
した。 

■ COVID-19患者臨時受入病床には、輸血看護師２名
が配置された 

■ 作成していたICU版と妊産褥婦対応版の輸血実施
手順書を輸血部門と輸血看護師で再検討し、内容
をブラッシュアップして対応

～コロナ第4波における取り組み

画像　毎日放送（上）、関西テレビ放送（下）河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 

■ 手術室にてECMO装着を行ったCOVID-19症例
で、RBC4単位が廃棄になった。 

■ ICUから手術室への患者移動時に、RBCを患者
と共にレッドゾーン内で移動、その後RBCは未
使用のまま廃棄に至った。 

■ RBCはグリーンゾーン内で移動し、手術室内の
製剤専用保冷庫にて投与直前まで保管される
べきであった。 

■ 手術室の担当看護師は、輸血手順書の存在は
知っており、手術室内に持ち込んだ製剤は使
用しなくても廃棄になることも把握していた。 

■ 原因は、ICUのイエローゾーンにある血液製剤
をレッドゾーンだと思い込んだためであった。
また、ICU看護師との連携、コミュニケーショ
ンの不備もあった。 

■ 手術室とICUの輸血看護師、及び輸血責任医師
は、両部署の輸血実施手順書の内容を見直
し、一部改定を行った。 

■ 手順書の内容を部署内スタッフに周知する機会
を、過酷な勤務が続く中、如何に確保するの
かが問題である。

～経験したインシデント

河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～COVID-19妊産褥婦専門ICUでの輸血実施

■ 2021.8.19　新型コロナウイルス陽性妊婦が自
宅で出産した後、出生した児が新生児死亡した
事例が報道される。  

■ 2021.8.25　分娩室を有するCOVID-19妊産褥婦
専門ICUを開設。（10月31日までに妊婦29名が
入院し、当院で10例分娩） 

■ 産後弛緩出血によって輸血を必要とする症例を
経験し、輸血看護師と輸血部門が協同で輸血実
施体制を調整した。

画像　関西テレビ放送河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



COVID-19感染拡大下での当院輸血チームの取り組み 
～COVID-19妊産褥婦専門ICUでの輸血実施

■ 感染拡大第一波の時に産科病棟向けに作成さ
れていたマニュアルに即して、輸血を実施。 

■ 翌日に病棟所属の輸血看護師と輸血部門に
よって実施過程を振り返る。 

■ 病棟内での感染拡大や製剤廃棄などのインシ
デントは発生せず。 

■ 患者のベッドサイドに持ち込まれた輸血伝票
が廃棄されないままグリーンゾーン内に戻され
るという問題点が明らかになった。 

■ 輸血実施過程とゾーニングなどの現状を再評
価し、感染制御と適正輸血の両方の観点から
既存の輸血マニュアルを改定する。 

■ 輸血看護師は、各部署における輸血実施現場
の状況を的確に把握できるという特性を活か
して、輸血部門との多職種連携にて取り組む
ことにより、COVID-19感染拡大下において
も、各時期の状況に即して、迅速に輸血実施
体制の構築、評価、改定を行い、PDCAサイク
ルを回すことができている。

画像　関西テレビ放送河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



COVID-19感染拡大下での輸血責任医師の取り組み 
～多職種横断部門との連携

 
輸血部門

輸血担当技師輸血責任医師

感染制御部門

医療安全部門

心のケアチーム輸血療法委員会
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■ 日本赤十字社によるCOVID-19流行下で活動する職員が受け
る心理・社会的影響を軽減し、職員・家族の尊厳と健康を守
ることを目的とするサポートガイド  

■ 見えないこと、治療法が確立されていないことで感じる強い
「不安や恐れ」（心理的感染症） 

■ 不安や恐怖が生み出す「嫌悪・差別・偏見」（社会的感染症）

COVID-19感染拡大下での輸血責任医師の取り組み 
～心のケア
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■ 当院COVID-19 心のケアチームによる活動
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感
染
症
⛒
闘
⛍
⛐
⚹
⛶
⛐
⚮
⛵
皆
⚿
⛨ 

⚽
⚽
⛷
⚵
⛳

皆さᶮに、感謝と᷋ーḎ᷂。 
少しでᶲ力になᶼᶼばと思っていᶮす。 
 

 
大阪医科大学病院 

COVID-19 ここᶽのᷔ᷅ᷤーḃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᵿ続ᵿ感染症ᶘᶞᵴᶛᲢ 
心ᵻᶹ感謝ᵴᶏᶇᶮᶉᲣ 

 
身ढᶲᶃᶃᶽᶲ୰ᶼᶏᶘᵽᶃᶍᲢ睡ಲᶴ食事
ᶚᶙ規則正ᶇᵴ生活᷂心掛ᶁᲢᶍᶇᶖᲢ親ᶇ
ᵴ人ᶘෝᶇᶖᵿᶐᶅᵴᲣ 
私ᶏᶑᶃᶃᶽᶞᷔ᷅ᷤḃᶞ存在ᶲᶏᶮᶛᶟ
思ᵴ出ᶇᲢ何ᵻᵲᶼᶠᵴᶔᶗᶲ気軽ᶛᶄ相ॾ
ᵿᶐᶅᵴᲣ 
 

ऻ阪医科ऻ学ந院 
COVID-19 ᶃᶃᶽᶞᷔ᷅ᷤḃ 

COVID-19感染拡大下での輸血責任医師の取り組み 
～心のケア

河野武弘 | COVID-19が輸血医療に及ぼした影響



■ 輸血チームのリーダーとして 

輸血責任医師 + ICD + 産業医 

心理的安全性を高める立場を目指して
�����

���	
��

輸血看護師の皆さま、お疲れさまです！  
COVID-19の影響で定例会が中止になりました。 
皆さまとの月一回の意見交換の機会が無くなってしまい、寂しい限りですので、 
メールにて情報発信します。 
お時間ある時に目を通していただければ、（返信あればさらに）嬉しいです。 
皆さまとは、安全で適正な輸血の実現という同じ目標を目指して、いつも繋がっ
ていると確信しています。何かありましたら、遠慮無く連絡下さいませ。 
来月には、輸血室で皆さんの笑顔と再会できますように！

42020.3

COVID-19感染拡大下での輸血責任医師の取り組み 
～心のケア
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Take Home Message
■ COVID-19の感染拡大の長期化において、輸血関連業務は不要不急のものではなく、
常に安定確実な業務遂行が必要とされる。 

■ 輸血部門と各部署に配置された学会認定・臨床輸血看護師がチームを形成し、
COVID-19患者への製剤投与マニュアルを作成することは、有益な取り組みである。 

■ 輸血責任医師は、院内輸血チームのリーダーとして、先の見えない状況下での心理的
安全性を高めるようなリーダーシップを発揮したい。
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COVID-19の感染拡大が院内輸血医療にもたらしたのは、多職種輸血チームの強固な団結である


